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チュンポン県パクロン地区の零細漁業の社会経済的状況
持続的な資源管理の確立をめざした分析

山尾 政博・久賀みず保

本論文は、チュンポン県パクロン地区の社会経済的な状況を明らかにするのを目的にしている。タイ

の沿岸零細漁業は漁獲量の減少と資源の枯渇に直面している。過剰人口を抱え、漁業以外に就業機会が

限られている漁村では、水産資源に対する漁獲圧力が高まり、持続的に資源を利用するのが難しくなっ

ている。資源の減少と貧困という二重の悪循環に陥っている地域が多い。水産局と東南アジア漁業開発

センター（ ）は、資源の持続的な利用と地域経済振興を組み合わせた、住民参加型のパイロッ

トプロジェクトをパクロン地区で計画・実施している。このプロジェクトは

と呼ばれている。本報告は、 の今後の活動方向を検討するた

めに、漁家の存在形態、資源利用の実態、および資源利用をめぐる利害関係等について分析している。

パクロン地区では、零細漁業が生産と流通を担っている。多種多様な漁具・漁法が用いられて、数多く

の魚種が水揚げされている。イカとカタクチイワシが漁家はもとより地域経済にとって特に重要である。

専業漁民の他に、農業者を中心に多くの住民が前浜で漁獲行為をしている。 人当たりの漁獲量はわず

かだが、地域全体としてみると漁獲努力量はかなり大きくなる。パクロン地区での沿岸資源管理は、漁

民はもとより一般住民をも巻き込んだ参加型方式が相応しいと考えられている。


